










研究目的 

 ハイリスク新生児の管理,とくに呼吸管理にあたって,血液ガス分析試料の採取,血圧モ

ニターなどを目的としてしぱしば臍動脈カテーテリゼーションが行われるが,それに伴う

重大な合併症も少なくない。 

 カテーテルの先端の挿入位置に関して,理論的には腹大動脈の主分岐の血栓や塞栓をさ

けるためにそれ以下に留置した方がよいと考えられ,aortography によって血栓形成を調

べた報告でも下位留置を推めている。しかし,実際に下位に留置(L3～4 の高さ)してみると,

上位に留置(Th8～9)した場合より合併症の頻度が高いように思われるので,下位留置によ

る合併症の頻度を上位留置の場合と比較検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


